
　

12
月
８
日
（
土
）
に
、「
障
害
者
週
間
」（
12
月
３
日
～
９
日
）
お
よ
び
「
人
権
週
間
」（
12
月
４

日
～
10
日
）
の
啓
発
事
業
と
し
て
、『
２
０
１
８　

い
な
み
人
権
・
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
を
コ

ス
モ
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

前
半
は
、「
障
害
者
週
間
」
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
受
賞
者
（
町
内
小
中
学
生
）
の
表
彰

式
と
、
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
兵
庫
県
大
会
加
古
川
・
高
砂
・
稲
美
・
播
磨
地
区
予
選

「
優
秀
賞
」
受
賞
者
の
作
文
朗
読
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
音
楽
家
で
一
般
財
団
法
人
国
際
セ
ラ
ピ
ー
ド
ッ
グ
協
会
代
表
の
大
木
ト
オ
ル
さ
ん
に
よ

る
「
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
」
と
題
し
た
講
演
会
で
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
１
０
５
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
、“
命
の
大
切
さ
”
を
訴
え
続
け
、「
い
の
ち
の
授
業
」

を
全
国
各
地
で
行
っ
て
い
た
、
聖せ

い

路る

加か

国こ
く

際さ
い

病
院
名
誉
院
長
の
故
日
野
原
重し

げ

明あ
き

医
師
か
ら
大
木
先
生

へ
お
く
ら
れ
た
、
生
前
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。『
大
木
さ
ん
は
気
高
い
志
を
持
っ
た

動
物
愛
護
家
で
あ
り
、
活
動
を
心
か
ら
称
賛
し
推
薦
い
た
し
ま
す
。』
と
い
っ
た
内
容
で
し
た
。
お

二
人
は
、『
命
あ
る
も
の
は
、
幸
せ
に
な
る
権
利
が
あ
る
。』
と
の
強
い
思
い
で
、
活
動
を
行
っ
て
い

る
同
志
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

次
に
、
眼
鏡
を
か
け
ひ
げ
を
蓄
え
、
貫
禄
あ
る
大
木
さ
ん
が
登
場
し
、
日
本
初
の
セ
ラ
ピ
ー
ド
ッ

グ
に
な
っ
た
、
名
犬
チ
ロ
リ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
映
画
「
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
」
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

人
間
の
都
合
で
捨
て
ら
れ
、
殺
処
分
さ
れ
る
当
日
に
大
木
さ
ん
に
救
わ
れ
、
寝
食
を
と
も
に
す
る
中

で
人
か
ら
受
け
た
虐
待
を
克
服
し
、
セ
ラ
ピ
ー
ド
ッ
グ
と
し
て
成
長
し
、
多
く
の
人
に
幸
せ
と
生
き

る
力
を
も
た
ら
し
た
、
感
動
の
物
語
で
し
た
。

　

大
木
さ
ん
は
、
４
歳
の
時
、
吃き

つ

音お
ん

障
が
い
が
発
覚
し
、
い
じ
め
ら
れ
ま
し
た
。
追
い
込
ま
れ
傷
つ

い
た
心
を
救
っ
た
の
は
、
愛
犬
で
し
た
。
言
葉
が
ス
ム
ー
ズ
に
出
な
い
大
木
さ
ん
を
、
愛
犬
は
じ
っ

と
待
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
生
き
る
勇
気
を
も
ら
い
、
い
じ
め
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
音
楽
と
出
合
い
、
障
が
い
を
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
振
り
返
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
自
身
の
体
験
も
あ
り
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
や
精
神
疾
患
を
患
っ
て
い

る
人
へ
、
動
物
介
在
療
法
を
始
め
ま
し
た
。「
心
に
効
く
薬
」
と
し
て
、
捨
て
犬
や
、
被
災
犬
を
セ

ラ
ピ
ー
ド
ッ
グ
に
育
て
、
老
人
施
設
や
福
祉
施
設
を
訪
問
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

拘
留
一
週
間
で
殺
処
分
さ
れ
る
犬
や
猫
た
ち
、
写
真
を
見
て
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
た
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
大
木
さ
ん
の
命
の
言
葉
が
胸
に
刻
ま
れ
ま
す
。

　

講
演
の
あ
と
、
音
楽
家
で
も
あ
る
大
木
さ
ん
に
は
客
席
の
手
拍
子
に
合
わ
せ
、

ス
タ
ン
ド
・
バ
イ
・
ミ
ー
の
曲
を
歌
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ミ
ス
タ
ー
イ
エ
ロ

ー
ブ
ル
ー
ス
の
名
の
と
お
り
の
歌
声
で
、
会
場
が
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
入
口
に
は
本
年
度
の
稲
美
町
「
障
害
者
週
間
」
啓
発
ポ
ス
タ
ー

の
応
募
作
品
が
展
示
さ
れ
、来
場
の
皆
さ
ん
は
熱
心
に
鑑
賞
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ひ
ろ
げ
よ
う　

こ
こ
ろ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

『
２
０
１
８　

い
な
み
人
権
・

福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

 

（
問
合
先
）
人
権
教
育
課　

☎
492
２
５
５
０　

FAX 

492
６
９
６
２

人権
を考
える
シリ

ー
ズ
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　オーストラリア・韓国から来た県の国際交流員
の人々から各国の文化や遊びの紹介をうけたり、
日本の遊びの体験を一緒にしませんか？皆さんの
ご参加をお待ちしています！
と　　き　２月16日(土)
　　　　　10：00～13：30　( 9：30受付 )
と こ ろ　いきがい創造センター　２階ホール
　　　　　 (役場北側建物)
対　　象　小学生以上　(40人程度)
参 加 費　500円 (会員200円)　アジアン弁当付
申込期間　１月15日(火)～
　　　　　定員になり次第締め切ります。
申 込 先　稲美町国際交流会協会事務局
　　　　　☎492-1212 (内線102)
　　　　　月～金曜日　9：00～12：00（不定休）

※閉まっている場合は役場企画課（☎
492-9130）までお願いします。

International Day In Inami
インターナショナルディ in いなみ

警察相談電話（♯9110）の名称及び
受付時間の変更

　兵庫県警察では、１月１日から警察相談電話（♯
9110）の名称と受付時間を変更することになりました。

変更前　　　　　　　　　　　変更後
「県警なんでも相談電話」→　「警察相談専用電話」

受付時間　平日の執務時間内(9：00～17：00)

連 絡 先　兵庫県加古川警察署警務課　☎427-0110

■登録期間	 申込日から平成32年３月31日まで
■職務内容	 町内小学校の児童の登下校時の交通安全

指導について
■勤 務 日　月曜日～金曜日の内、小学校の登校日

※学校の行事によって、土・日・祝日が
勤務日となる場合があります。

■勤務時間　１日通算３時間
	 （登校１時間、下校２時間）
■日　　額　3,000円（登校1,000円、下校2,000円）
■提出書類　交通安全指導員登録申込書
■申込・問合先　教育課	教育係　☎492-9149

　臨時職員名簿登録者を募集します。詳しくは、ホー
ムページまたは教育課備え付けの募集要項をご覧くだ
さい。
■登録期間	 申込日から平成32年３月31日まで
■申込期間	 随時
■提出書類	 ・臨時職員登録申込書

・調理師免許、保育士資格、幼・小・中学校教
諭免許状をお持ちの人は、資格を証する書
面の写し

■申込先　教育課	教育係（役場本館２階）
　　　　　☎ 492-9149

■募集職種　用務員（幼稚園）
　　　　　　用務員（小・中学校）
　　　　　　給食調理員（小・中学校）
　　　　　　特別支援教育指導補助員（幼稚園）
　　　　　　特別支援教育指導補助員（小・中学校）
　　　　　　預かり保育指導員（幼稚園）

交通安全指導員の登録を募集します幼稚園・学校の臨時職員名簿登録者を募集します

募　　集

　平成31年度の入札参加資格審査申請の受付を行いま
す。
　応募資格などの詳しい情報は、町ホームページでご
確認ください。

ホームページアドレス
　http://www.town.hyogo-inami.lg.jp

申請手続きについて
　町指定の様式をホームページからダウンロードし、
必要書類とともに郵送により申請してください。

受付期間　２月１日（金）～20日（水）　
　　　　　　＊最終日の消印有効

補正期間　２月21日（木）～26日（火）
　　　　　　＊最終日の消印有効

有効期間
・建設工事（追加）
　　平成31年４月１日～平成33年３月31日（２年間）
・測量・設計・コンサルタント（新規・更新）
　　平成31年４月１日～平成34年３月31日（３年間）
・物品・製造の請負・サービス（追加）
　　平成31年４月１日～平成32年３月31日（１年間）

送付・問合先　〒675-1115
　　　　　　　稲美町国岡１丁目１番地
　　　　　　　総務課  財務係　☎492-9131

入札参加資格審査申請を
受け付けます

入札参加資格審査申請を
受け付けます

入札参加資格審査申請を
受け付けます

協働まちづくり100人会議を開催します
　稲美町では、住民団体が取り組む自発的なまちづく
り活動に対して、その活動に要した経費の一部を補助
する「まちづくり活動サポート補助金制度」を実施し
ており、住民の皆さんの手によるまちづくり活動を進
めています。
　そこで、今回の「協働まちづくり１００人会議」では、
活動団体の取り組みについて知っていただき、自発的
なまちづくり活動を推進するため、「まちづくり活動
サポート補助金活動団体の活動発表」をテーマに開催
します。事前申込みはいりませんので、ぜひご参加く
ださい。

■内　容　「まちづくり活動サポート補助金参加団体
の活動発表」

　　　　　［コメンテーター］
まちづくり活動サポート補助金審査会代表
稲冨　恭 氏（兵庫大学　共通教育機構長・
教授）

［発表団体］
いなそう福祉ネットワーク委員会
いなみハンドメイドフェス実行委員会
ふれあい収穫祭実行委員会

■と　き　１月 20 日（日）10：00 ～

■ところ　コミュニティセンターホール（役場新館４階）

■問合先　企画課　政策・行革係　☎492-9130　

いなとみ きょう

特
　
　集

健
　
　康

福
　
　祉

子
育
て

お
知
ら
せ

こ
す
も
す

　イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

文
化
の
森

ま
ち
の
わ
だ
い
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